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ご
あ
い
さ
つ

２
０
０
６
年
に
創
刊
し
た
古
典
新
訳
文
庫
も
、
産
声
を
上
げ
て
は
や
９
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
「
今
さ
ら
古
典
な
ん
て
」
と
い
う
風
潮
の
な
か
で
、
古
今

東
西
の
名
作
に
新
た
な
命
を
吹
き
込
み
、
す
で
に
２
０
０
冊
以
上
を
世
に
送
り

出
し
ま
し
た
。
西
洋
の
古
典
だ
け
で
な
く
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
文
学
や
ア
フ
リ

カ
文
学
の
沃
野
に
ま
で
足
を
踏
み
入
れ
、
本
邦
初
訳
の
作
品
も
数
多
く
手
掛
け

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
訳
の
対
象
は
文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
哲
学
、
社
会
科
学
、

自
然
科
学
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
世
界
文
学
全
集
や
思
想
書
の
全
集
と
は
違

う
「
21
世
紀
の
新
・
教
養
主
義
」
の
確
立
が
わ
た
し
た
ち
の
目
標
で
す
。
今
こ

そ
読
ま
れ
る
べ
き
古
典
作
品
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
編
集
部
が
考
え
続
け
て
き

た
結
果
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
さ
あ
、皆
さ
ん
、美
味
し
い
古
典
を
召
し
上
が
れ
！

古
典
新
訳
文
庫
編
集
長　

駒
井 

稔



古典新訳文庫では、何よりも訳
文の質を重んじています。翻訳
文特有の難解さを極力排して、
すべての作品が自然な日本語と
して読まれるよう細心の注意を
払ってきました。すべての翻訳
家の方々に、美しく正確な日本
語で質の高い作品にしていただ
けるようお願いしています。

従来の古典の文庫カバーは、
なぜか文豪たちの晩年の肖像な
どが多く、いささか古色蒼然た
る印象があったことは否めません。
これでは古典離れもむべなるか
なという感じでした。そこで古典
新訳文庫では白を基調としたス
タイリッシュで若い人々にも抵抗
なく手にとってもらえるようなカバ
ーにしました。

はじめて作品に触れる読者に向
けて、解説、著者の年譜、訳
者あとがきを付けました。特に解
説は、その作品が 21世紀の今、
なぜ読まれるべきかを懇切丁寧
に説明し、理解を最大限助ける
ことができるようにしてあります。

＊書店へのご注文やネットでの検索に ISBN
コードをお使いの場合は、表記の数字の前
に978-4-334-をつけてください。

このシリーズでは、読者がストレ
スなく訳注を読めるように見開き
ページの左側に入れる工夫をし
ました。必要に応じて読者が苦
手とする外国人の名前（登場人
物）を栞に印刷して入れています。

活字も従来に比べて大きなもの
を採用し、行間も広くとり、極
力目に負担の少ない文字組み
にしました。読みやすさを追求し
た結果です。
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海
外
文
学
の
長
篇
を
敬
遠
す
る
人
が
多
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
典
型
的
な
長
篇
作
家
と
思
わ
れ
て
い
る
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
も
バ
ル
ザ
ッ
ク
も
、
実
は
読
み
や
す
い
短
篇
を
数

多
く
書
い
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
『
白
夜
／
お
か
し
な
人
間

の
夢
』
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
、『
グ
ラ
ン
ド
・
ブ
ル
テ
ー
シ

ュ
奇
譚
』
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
入
門
書
と
し
て
最
適
だ
と
思
い
ま

す
。
短
篇
集
を
読
む
こ
と
で
、
海
外
文
学
に
親
し
む
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
頑
張
っ
て
長
篇
に
挑

戦
す
る
よ
り
も
、
ま
ず
は
短
篇
か
ら
始
め
て
み
る
の
が
、
古

典
の
入
門
に
は一
番
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
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め
ま
ぐ
る
し
い
オ
フ
ィ
ス
風
景
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

描
く
「
多
忙
な
株
式
仲
買
人
の
ロ
マ
ン
ス
」、
若
く

貧
し
い
芸
術
家
た
ち
の
姿
を
描
い
た
「
最
後
の
一

葉
」、
表
題
作
の
「
１
ド
ル
の
価
値
」。
Ｏ
・
ヘ
ン
リ

ー
は
ア
メ
リ
カ
の
原
風
景
と
も
呼
べ
る
か
つ
て
の
南

部
か
ら
、
開
拓
期
の
荒
々
し
さ
が
残
る
西
部
、
大
都

会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
舞
台
を
移
し

な
が
ら
多
彩
な
作
品
を
生
み
出
し
た
。
世
界
各
国
で

読
み
継
が
れ
る
代
表
作
の
ほ
か
、
知
ら
れ
ざ
る
作
品

も
新
訳
で
登
場
。
心
に
染
み
入
る
珠
玉
の
23
編
。

初
訳
か
ら
60
年
、
ま
っ
た
く
新
し
い
「
老
人
」
の

誕
生
！　

数
カ
月
続
く
不
漁
の
た
め
周
囲
か
ら
同
情

の
視
線
を
向
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
独
り
で
舟
を
出
し
、

獲
物
を
待
つ
老
サ
ン
チ
ャ
ゴ
。
や
が
て
巨
大
な
カ
ジ

キ
が
仕
掛
け
に
食
ら
い
つ
き
、
３
日
に
わ
た
る
壮
絶

な
闘
い
が
始
ま
る
…
…
。
原
文
を
仔
細
に
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
活
劇
調
の
翻
訳
と
は
違
う

「
老
人
」
像
が
浮
か
び
上
が
る
！　

決
し
て
屈
服
し

な
い
男
の
力
強
い
姿
と
哀
愁
を
描
い
た
ヘ
ミ
ン
グ
ウ

ェ
イ
文
学
の
最
高
傑
作
。

老
人
と
海

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
／
小
川
高
義
（
訳
）

定
価
（
本
体
6
0
0
円
＋
税
）　

IS
B
N
:7529

9
-6

１
ド
ル
の
価
値
／

賢
者
の
贈
り
物 

他
21
編

Ｏ
・ヘ
ン
リ
ー
／
芹
澤 

恵
（
訳
）

定
価
（
本
体
7
2
0
円
＋
税
）　

IS
B
N
:75141-8

短篇小説
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善
人
も
、
偽
善
者
も
、
悪
人
も
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の

描
く
人
間
が
お
も
し
ろ
い
！　

妻
の
不
貞
に
気
づ
い

た
貴
族
の
起
こ
す
猟
奇
的
な
事
件
を
描
い
た
表
題
作
、

黄
金
に
取
り
憑
か
れ
た
男
の
生
涯
を
追
う
「
フ
ァ
チ

ー
ノ
・
カ
ー
ネ
」、
旅
先
で
意
気
投
合
し
た
男
の
遺

品
を
恋
人
に
届
け
る
「
こ
と
づ
て
」
な
ど
、
90
篇
あ

ま
り
も
の
作
品
か
ら
な
る
《
人
間
喜
劇
》
と
呼
ば
れ

る
作
品
群
か
ら
人
間
の
心
理
を
鋭
く
描
い
た
４
篇
を

収
録
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
物
語
が
光
源
と
な
っ
て
人

間
社
会
を
照
ら
し
出
す
短
篇
集
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
い
え
ば
、『
罪
と
罰
』
な

ど
暗
く
重
た
い
長
篇
小
説
が
有
名
だ
が
、
本
書
に
収

め
ら
れ
た
中
篇
・
短
篇
に
は
、
ど
れ
も
せ
つ
な
い
な

が
ら
も
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。「
白
夜
」
は
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
の
夜
、
偶
然
に
出
会
っ
た
空
想
家
の
青
年

と
少
女
を
描
い
た
小
品
。「
お
か
し
な
人
間
の
夢
」は
、

自
殺
を
決
意
し
た
男
が
、
ど
こ
か
の
惑
星
に
あ
る
理

想
社
会
を
夢
で
見
て
、
自
殺
を
と
り
や
め
る
こ
と
に

な
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
違
っ
た
側
面
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
作
品
集
。

グ
ラ
ン
ド
・
ブ
ル
テ
ー
シ
ュ
奇
譚

バ
ル
ザ
ッ
ク
／
宮
下
志
朗
（
訳
）

定
価
（
本
体
5
9
0
円
＋
税
）　

IS
B
N
:75186

-9

白
夜
／
お
か
し
な
人
間
の
夢

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
／
安
岡
治
子
（
訳
）

定
価
（
本
体
8
8
0
円
＋
税
）　

IS
B
N
:75
3
08
-5



7 短篇小説アラカルト

黄
金
の
壺
／

マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル・
ド
・
ス
キ
ュ
デ
リ

ホ
フ
マ
ン
／
大
島
か
お
り
（
訳
）

定
価
（
本
体
7
8
1
円
＋
税
）

若
者
は
み
な
悲
し
い

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
／
小
川
高
義
（
訳
）

定
価
（
本
体
9
0
0
円
＋
税
）

新
ア
ラ
ビ
ア
夜
話

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
／
南
條
竹
則
・
坂
本
あ
お
い
（
訳
）

定
価
（
本
体
5
7
1
円
＋
税
）

薔
薇
と
ハ
ナ
ム
グ
リ　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム・
風
刺
短
篇
集

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
／
関
口
英
子
（
訳
）

定
価
（
本
体
9
6
0
円
＋
税
）

ス
ペ
ー
ド
の
ク
イ
ー
ン
／
ベ
ー
ル
キ
ン
物
語

プ
ー
シ
キ
ン
／
望
月
哲
男
（
訳
）定

価
（
本
体
1
0
2
0
円
＋
税
）

変
身
／
掟
の
前
で 

他
２
編

カ
フ
カ
／
丘
沢
静
也
（
訳
）

定
価
（
本
体
4
8
0
円
＋
税
）

マ
ダ
ム・エ
ド
ワ
ル
ダ
／
目
玉
の
話

バ
タ
イ
ユ
／
中
条
省
平
（
訳
）

定
価
（
本
体
4
1
9
円
＋
税
）

神
を
見
た
犬

ブ
ッ
ツ
ァ
ー
テ
ィ
／
関
口
英
子
（
訳
）定

価
（
本
体
6
8
6
円
＋
税
）
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文
学
の
世
界
で
一
番
多
く
扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
は
、
も
ち

ろ
ん
恋
愛
で
す
ね
。
古
今
東
西
を
問
わ
ず
人
間
の
多

く
の
苦
悩
は
恋
か
ら
生
じ
、
時
に
は
そ
の
身
を
破
滅

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
恋
愛
は
深
く
内
省
の

世
界
に
誘
い
、
人
間
的
成
長
を
助
け
ま
す
。
古
典

文
学
に
お
け
る
恋
愛
は
、
不
倫
と
い
う
形
を
と
っ
て
現

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
主
人
公
は
そ
の
恋
の
た
め
に

身
を
捧
げ
ま
す
。
恋
愛
小
説
の
精
華
と
も
い
う
べ
き

作
品
を
集
め
て
み
ま
し
た
。
恋
愛
と
は
人
生
そ
の
も

の
で
す
。
そ
の
苦
し
み
と
歓
喜
を
読
書
を
通
じ
て
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

M
E

N
U

2
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将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
青
年
ア
ド
ル
フ
は
、
Ｐ
伯
爵

の
愛
人
エ
レ
ノ
ー
ル
に
執
拗
に
言
い
寄
り
、
つ
い
に

彼
女
の
心
を
勝
ち
取
る
。が
、裕
福
な
生
活
や
子
供
た

ち
を
捨
て
て
ま
で
も
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と
願
う
エ

レ
ノ
ー
ル
が
だ
ん
だ
ん
と
重
荷
に
な
り
、
ア
ド
ル
フ

は
自
由
を
得
よ
う
と
画
策
す
る
が
…
…
。
も
は
や
愛

し
て
い
な
い
女
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
男
、
人
生
の
す

べ
て
を
な
げ
う
っ
て
男
を
束
縛
す
る
女
。
自
ら
も
人

妻
た
ち
と
の
不
倫
で
浮
き
名
を
流
し
た
作
家
コ
ン
ス

タ
ン
の
み
が
書
き
え
た
フ
ラ
ン
ス
恋
愛
小
説
の
傑
作
。

第
一
次
大
戦
下
の
フ
ラ
ン
ス
。
パ
リ
の
学
校
に
通

う
15
歳
の
「
僕
」
は
、
あ
る
日
、
19
歳
の
美
し
い
人

妻
マ
ル
ト
と
出
会
う
。
二
人
は
年
齢
の
差
を
超
え
て

愛
し
合
い
、
マ
ル
ト
の
新
居
で
と
も
に
過
ご
す
よ
う

に
な
る
。
や
が
て
マ
ル
ト
の
妊
娠
が
判
明
し
た
こ
と

か
ら
、
二
人
の
愛
は
破
滅
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く

…
…
。
早
熟
な
少
年
の
人
妻
へ
の
恋
を
、
天
才
作
家

が
悪
魔
的
な
筆
致
で
描
く
20
世
紀
心
理
小
説
の
白
眉
。

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
文
体
で
甦
っ
た
決
定
訳
！

ア
ド
ル
フ

コ
ン
ス
タ
ン
／
中
村
佳
子
（
訳
）

定
価
（
本
体
8
8
0
円
＋
税
）　

IS
B
N
:75287-3

肉
体
の
悪
魔

ラ
デ
ィ
ゲ
／
中
条
省
平
（
訳
）

定
価
（
本
体
5
6
0
円
＋
税
）　

IS
B
N
:7514

8
-7

不倫と恋愛の文学
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裕
福
で
育
ち
の
良
い
美
術
評
論
家
ク
レ
ッ
チ
マ
ー

は
、
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
美
少
女
マ
グ
ダ
に
夢
中
に

な
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
マ
グ
ダ
の
昔
の
愛
人
が
偶
然

姿
を
あ
ら
わ
す
。
ひ
そ
か
に
縒
り
を
戻
し
た
マ
グ
ダ

に
裏
切
ら
れ
て
い
る
と
は
知
ら
ず
、
ク
レ
ッ
チ
マ
ー

は
妻
と
別
居
し
愛
娘
を
も
失
い
、
奈
落
の
底
に
落
ち

て
い
く
…
…
。
あ
の
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
原
型
で
あ
る

ナ
ボ
コ
フ
初
期
の
傑
作
。
英
語
版
と
大
き
く
異
な
る

ロ
シ
ア
語
原
典
の
独
特
の
雰
囲
気
を
活
か
し
、
細
部

の
緻
密
な
面
白
さ
を
際
立
た
せ
た
野
心
的
な
新
訳
。

絢
爛
豪
華
な
邸
宅
に
贅
沢
な
車
を
持
ち
、
夜
ご
と

盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
男
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
が
、
こ

こ
ま
で
富
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
は
す
べ
て
、
か
つ

て
の
恋
人
を
取
り
戻
す
た
め
だ
っ
た
。
だ
が
、
異
常

な
ま
で
の
そ
の
一
途
な
愛
は
、
や
が
て
悲
劇
を
招
く
。

過
去
は
取
り
返
せ
る
と
信
じ
て
夢
に
賭
け
、
そ
し
て

砕
け
た
男
の
物
語
。
リ
ア
ル
な
人
物
造
形
に
よ
っ
て

ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
の
意
外
な
真
実
の
姿
が
見
え
て
く
る

新
訳
！

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ー
ラ

ナ
ボ
コ
フ
／
貝
澤 

哉
（
訳
）

定
価
（
本
体
8
9
5
円
＋
税
）　

IS
B
N
:7523

6
-1

グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
／
小
川
高
義
（
訳
）

定
価
（
本
体
6
8
6
円
＋
税
）　

IS
B
N
:75189

-0



11 不倫と恋愛の文学

青
い
麦

コ
レ
ッ
ト
／
河
野
万
里
子
（
訳
）

定
価
（
本
体
6
1
9
円
＋
税
）

う
た
か
た
の
日
々

ヴ
ィ
ア
ン
／
野
崎 

歓
（
訳
）

定
価
（
本
体
9
1
4
円
＋
税
）

狭
き
門

ジ
ッ
ド
／
中
条
省
平
・
中
条
志
穂
（
訳
）

定
価
（
本
体
9
8
0
円
＋
税
）

赤
と
黒
（
上
）（
下
）

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
／
野
崎 

歓
（
訳
）

（
上
）定
価
（
本
体
8
0
0
円
＋
税
）　

（
下
）定
価
（
本
体
1
0
2
0
円
＋
税
）

貧
し
き
人
々

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
／
安
岡
治
子
（
訳
）

定
価
（
本
体
6
8
6
円
＋
税
）

緋
文
字

ホ
ー
ソ
ー
ン
／
小
川
高
義
（
訳
）定

価
（
本
体
1
2
0
0
円
＋
税
）

初
恋

ト
ゥ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
／
沼
野
恭
子
（
訳
）定

価
（
本
体
4
1
9
円
＋
税
）

感
情
教
育（
上
）（
下
）

フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
／
太
田
浩
一（
訳
）

（
上
）定
価
（
本
体
1
3
4
0
円
＋
税
）

（
下
）定
価
（
本
体
1
3
2
0
円
＋
税
）
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児
童
文
学
は
子
ど
も
だ
け
が
読
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古
典
新
訳
文
庫
で
は
「
８
歳
か
ら
80
歳
の
子
ど
も
た
ち
へ
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
児
童
文
学
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

翻
訳
家
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
の
は
、
手
加
減
の
な

い
文
章
で
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
こ
そ
レ
ベ
ル
の
高
い

日
本
語
表
現
に
触
れ
る
べ
き
で
す
し
、
そ
れ
は
大
人
も
十

分
楽
し
め
る
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。
お
子
さ
ん
と
あ
る
い

は
お
孫
さ
ん
と一
緒
に
、
も
う
一
度
児
童
文
学
の
精
髄
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

M
E

N
U

3
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寄
宿
舎
で
出
会
っ
た
５
人
の
少
年
た
ち
が
、
友
情

を
育
み
、
信
頼
を
学
び
、
大
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
成
長
し
て
い
く
物
語
。
ケ
ス
ト
ナ
ー
は
、
ド
イ

ツ
の
国
民
的
な
作
家
。
ナ
チ
ス
政
権
下
で
、
批
判
的

な
文
章
を
書
い
て
秘
密
警
察
に
逮
捕
、
作
品
は
焚
書
、

著
作
活
動
も
全
面
禁
止
さ
れ
た
。『
飛
ぶ
教
室
』
は

そ
う
し
た
時
代
に
書
か
れ
た
作
品
。
訳
者
は
、
原
著

の
シ
ン
プ
ル
で
軽
快
な
ド
イ
ツ
語
の
趣
き
を
生
か
し
、

大
人
の
目
で
新
訳
を
試
み
て
い
る
。
何
歳
に
な
っ
て

も
読
め
る
＝
読
み
た
く
な
る
児
童
文
学
。

飛
ぶ
教
室

ケ
ス
ト
ナ
ー
／
丘
沢
静
也
（
訳
）

定
価
（
本
体
5
4
0
円
＋
税
）　

IS
B
N
:75105

-9

児童文学

仔鹿物語（上）（下）

ローリングズ
（上）定価（本体895円＋税）

（下）定価（本体914円＋税）

海外の児童文学には抄訳、つまり要
約されて訳されているものがたくさん
あります。この『仔鹿物語』はその代
表的存在といえるでしょう。原作はピ
ュリッツァー賞を受賞した大人の鑑賞
にも十分耐えうる作品なのですが、ほ
とんどの人は全貌を知りません。フロ
リダに暮らす貧しい農民の過酷な生活
が、土屋さんの素晴らしい筆致で驚く
ほどリアルに再現されています。迫力
ある自然描写に圧倒されます。

ISBN :75260-6

ISBN :75261-3
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ち
い
さ
な
王
子

サ
ン
=テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
／
野
崎 

歓
（
訳
）

定
価
（
本
体
5
5
2
円
＋
税
）

ク
リ
ス
マ
ス・
キ
ャ
ロ
ル

デ
ィ
ケ
ン
ズ
／
池 
央
耿
（
訳
）

定
価
（
本
体
4
1
9
円
＋
税
）

地
底
旅
行

ヴ
ェ
ル
ヌ
／
高
野 

優
（
訳
）

定
価
（
本
体
1
3
1
4
円
＋
税
）

車
輪
の
下
で

ヘ
ッ
セ
／
松
永
美
穂
（
訳
）

定
価
（
本
体
6
2
0
円
＋
税
）

タ
イ
ム
マ
シ
ン

ウ
ェ
ル
ズ
／
池 

央
耿
（
訳
）

定
価
（
本
体
6
8
6
円
＋
税
）

誰でも名前は知っているこの作品の、
ありきたりなイメージが、新訳で一新
されるのは衝撃的ですらあります。な
にせ「訳者あとがき」で、土屋さんは
マーク・トウェインの文章は「ゴシッ
ク」なのだと断じたうえで、いわゆる
子ども向けの翻訳にありがちな手加減
を一切排したことを宣言しています。
実はこんなにも複雑で陰影に富んだト
ム・ソーヤーの物語を、もう一度じっ
くり楽しんでみませんか。

トム・ソーヤーの
冒険
トウェイン
定価（本体933円＋税）
ISBN :75251-4
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野
性
の
呼
び
声

ロ
ン
ド
ン
／
深
町
眞
理
子
（
訳
）定

価
（
本
体
4
7
6
円
＋
税
）

黒
猫
／
モ
ル
グ
街
の
殺
人

ポ
ー
／
小
川
高
義
（
訳
）

定
価
（
本
体
4
5
7
円
＋
税
）

宝
島

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
／
村
上
博
基
（
訳
）

定
価
（
本
体
7
6
0
円
＋
税
）

月
を
み
つ
け
た
チ
ャ
ウ
ラ 
ピ
ラ
ン
デ
ッ
ロ
短
篇
集

ピ
ラ
ン
デ
ッ
ロ
／
関
口
英
子
（
訳
）

定
価
（
本
体
1
0
2
9
円
＋
税
）

羊
飼
い
の
指
輪 
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
練
習
帳

ロ
ダ
ー
リ
／
関
口
英
子
（
訳
）

定
価
（
本
体
7
6
2
円
＋
税
）

ヘミングウェイが「アメリカ近代文
学は、すべてここから始まった」と評
した本書。すでにたくさんの翻訳があ
りますが、読了するのが大変な作品で
した。とにかく長い。新訳ではハック
が「おいら」という一人称で語ってい
きます。土屋さんの軽妙な筆さばきで
飽きることなく読み続けることができ
るのです。逃亡奴隷のジムとの人間的
なふれあいを含め、トウェインのメッセ
ージが伝わってくる画期的な翻訳です。

ハックルベリー・
フィンの冒険（上）（下）
トウェイン
（上）定価（本体1200円＋税）

（下）定価（本体1200円＋税）
ISBN :75292-7

ISBN :75293-4
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世
界
は
ま
す
ま
す
混
迷
の
度
合
を

深
め
て
い
ま
す
。
現
代
の
日
本
人

に
と
っ
て
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

巨
大
な
作
品
群
は
、
歴
史
の
大
き

な
転
換
点
に
生
き
る
う
え
で
一
段

と
切
実
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世
界
で

も
特
異
な
現
象
だ
と
い
わ
れ
る
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
・
ブ
ー
ム
の
火
付

け
役
と
な
っ
た
亀
山
先
生
の
新
訳

は
そ
の
意
味
で
も
、
今
後
さ
ら
に

広
く
深
く
読
ま
れ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
作
品
に
登
場
す
る
人
物
が
、

私
た
ち
の
す
ぐ
隣
に
い
る
か
の
よ
う

な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ
ま
す

し
、
ま
る
で
現
代
作
品
の
よ
う
に

読
む
こ
と
が
で
き
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

こ
こ
で
お
知
ら
せ
を
一つ
。
お
待
た

せ
し
て
い
る
亀
山
先
生
の
次
の
作

品
は
『
白
痴
』
で
す
。

M
E

N
U

4
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父
親
フ
ョ
ー
ド
ル
・
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
は
、
圧
倒
的

に
粗
野
で
精
力
的
、
好
色
き
わ
ま
り
な
い
男
だ
。
ミ

ー
チ
ャ
、
イ
ワ
ン
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
の
３
人
兄
弟
が

家
に
戻
り
、
そ
の
父
親
と
と
も
に
妖
艶
な
美
人
を
め

ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
る
葛
藤
。
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
は
、
慈

愛
あ
ふ
れ
る
ゾ
シ
マ
長
老
に
救
い
を
求
め
る
が
…
…
。

IS
B
N
:7510

6
-7

 

カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟 
１ 

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
／

亀
山
郁
夫
（
訳
）

定
価
（
本
体
7
2
4
円
＋
税
）

ゾ
シ
マ
の
言
葉
に
し
た
が
っ
て
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ

は
父
の
家
に
出
か
け
る
。
父
と
長
男
ミ
ー
チ
ャ
と
の

確
執
は
、
激
し
さ
を
増
し
て
い
く
よ
う
だ
。
イ
リ
ュ

ー
シ
ャ
と
の
出
会
い
、
ス
ネ
ギ
リ
ョ
フ
大
尉
の
家
で

目
に
し
た
も
の
な
ど
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
の
心
は
さ
ま

ざ
ま
に
揺
れ
動
き
、
イ
ワ
ン
の
「
大
審
問
官
」
で
究

極
の
衝
撃
を
受
け
る
。

IS
B
N
:75117-2

 

カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟 

2 

定
価
（
本
体
7
8
1
円
＋
税
）

 

カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟 

３

定
価
（
本
体
8
3
8
円
＋
税
）

 
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟 

４

定
価
（
本
体
1
0
2
9
円
＋
税
）

 

カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟 

５ 

エ
ピ
ロ
ー
グ
別
巻

定
価
（
本
体
6
2
9
円
＋
税
）

「
父
殺
し
」の
事
件
を
め
ぐ
る
3
人
兄
弟
の

行
動
と
発
言
を
通
し
て
、神
、死
、貧
困
、

人
間
の
罪
、世
界
の
救
済
な
ど
の
問
題
が

語
ら
れ
て
い
く
物
語
。
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貧
困
・
孤
独
・
狂
気
の
渦
巻
く
大
都
会
の
か
た
す

み
に
、「
理
想
的
な
」
殺
人
を
た
く
ら
む
青
年
が
住

ん
で
い
た
。
酔
い
ど
れ
役
人
と
の
出
会
い
、
母
か
ら

の
重
い
手
紙
、
馬
が
殺
さ
れ
る
悪
夢
。
デ
ィ
テ
ー
ル

が
、
運
命
と
な
っ
て
彼
に
押
し
寄
せ
る
！ 

歩
い
て

七
百
三
十
歩
の
ア
パ
ー
ト
に
住
む
金
貸
し
の
老
女
を
、

主
人
公
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
な
ぜ
殺
さ
ね
ば
な
ら

な
い
の
か
。
日
本
を
は
じ
め
世
界
の
文
学
に
決
定
的

な
影
響
を
与
え
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
代
表
作
。

IS
B
N
:7516

8
-5

罪
と
罰 

１

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
／
亀
山
郁
夫
（
訳
）

定
価
（
本
体
8
1
9
円
＋
税
）

目
の
前
に
と
つ
ぜ
ん
現
れ
た
愛
す
る
母
と
妹
。
ラ

ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
再
会
の
喜
び
を
味
わ
う
余
裕
も

な
く
、
奈
落
の
底
に
突
き
お
と
さ
れ
る
。
お
り
し
も
、

敏
腕
の
予
審
判
事
ポ
ル
フ
ィ
ー
リ
ー
の
も
と
に
出
向

く
こ
と
に
な
っ
た
彼
は
、
そ
こ
で
、
背
筋
の
凍
る
よ

う
な
恐
怖
を
味
わ
わ
さ
れ
る
。
す
で
に
戦
い
は
始
ま

っ
て
い
た
！　

予
審
判
事
と
の
駆
け
引
き
で
明
か
さ

れ
る
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
「
殺
人
思
想
」
と
は
？

犯
罪
小
説
の
雄
、
戦
慄
の
第
2
巻
。 

IS
B
N
:75173

-9

罪
と
罰 

２

定
価
（
本
体
8
0
0
円
＋
税
）

罪
と
罰 
３

定
価
（
本
体
8
7
6
円
＋
税
）

貧
困
・
孤
独
・
狂
気
の
渦
巻
く
大
都
会
、

1
8
6
0
年
代
ロ
シ
ア
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
か
た
す
み
で
、

「
理
想
的
な
」殺
人
を
た
く
ら
む
青
年
を
巡
る
物
語
。
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最
近
わ
た
し
た
ち
の
町
で
、
奇
怪
き
わ
ま
り
な
い

事
件
が
続
発
し
た
。
町
の
名
士
ヴ
ェ
ル
ホ
ヴ
ェ
ン
ス

キ
ー
氏
と
ワ
ル
ワ
ー
ラ
夫
人
の
奇
妙
な
「
友
情
」
が

す
べ
て
の
発
端
だ
っ
た
…
…
。
や
が
て
、
夫
人
の
息

子
ニ
コ
ラ
イ
・
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
が
戻
っ
て
き
て
、

呼
び
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
暗
い
波
乱
の
気
配
が
立
ち

こ
め
は
じ
め
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
最
大
の
問
題

作
。

IS
B
N
:75211-8

悪
霊 

１

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
／
亀
山
郁
夫
（
訳
）

定
価
（
本
体
8
9
5
円
＋
税
）

町
で
さ
さ
や
か
れ
る
怪
し
げ
な
噂
は
、
大
き
な
出

来
事
の
前
ぶ
れ
だ
っ
た
。
１
人
が
狂
い
、
２
人
が
燃

え
あ
が
り
、
５
人
が
密
議
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
し
て
み

ん
な
取
り
憑
か
れ
て
い
く
。
暗
い
夜
が
育
む
悪
意
の

芽
。
つ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
た
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
の
真

の
狙
い
と
は
。「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
全
小
説
中
、

も
っ
と
も
謎
を
は
ら
ん
だ
部
分
（
訳
者
）」
と
い
え

る
第
２
部
。
ア
カ
デ
ミ
ー
版
「
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の

告
白
」
初
訳
を
含
む
新
訳
決
定
版
。

IS
B
N
:752

27-9

悪
霊 

2

定
価
（
本
体
1
1
4
3
円
＋
税
）

悪
霊 
３

定
価
（
本
体
1
1
0
5
円
＋
税
）

悪
霊 
別
巻  

「
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
告
白
」異
稿

定
価
（
本
体
8
9
5
円
＋
税
）

農
奴
解
放
令
に
揺
れ
る
ロ
シ
ア
は
、秘
密
結
社
を

作
っ
て
国
家
転
覆
を
謀
る
青
年
た
ち
を
生
み
出
す
。

著
者
最
大
の
問
題
作
！
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長
篇
小
説
は
、
多
忙
な
現
代
人
に
は
好
ま
れ
な
い
。

誰
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
長
い

小
説
は
、
た
し
か
に
読
破
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
で
も
そ
れ
だ
け
の
時
間
、
小
説
世
界
に
浸
っ

高慢と偏見
オースティン／小尾芙佐（訳）

（上）定価（本体920円＋税）　ISBN:75240-8
（下）定価（本体920円＋税）　ISBN:75241-5

て
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
勧
め
な
の
が
こ
の
恋
愛

小
説
の
傑
作
。
新
訳
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、『
ア

ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を
』
の
名
訳
で
知
ら
れ
る
小

尾
芙
佐
さ
ん
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
名
高
い
小
説
が
、

か
く
も
格
調
高
く
現
代
日
本
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

し
か
も
読
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
、
主
人
公
た
ち
の
感
情

の
機
微
も
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
生
は
短

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
長
篇
小
説
を
読
む
の
で
す
。

﹇
内
容
﹈
潑
剌
と
し
た
知
性
を
持
つ
エ
リ
ザ
ベ
ス
と

温
和
な
姉
ジ
ェ
イ
ン
は
、
近
所
に
越
し
て
き
た
裕
福

で
朗
ら
か
な
青
年
紳
士
ビ
ン
グ
リ
ー
と
そ
の
友
人
ダ

ー
シ
ー
と
知
り
合
い
に
な
る
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
ダ

ー
シ
ー
の
高
慢
な
態
度
に
反
感
を
抱
き
、
彼
が
幼
な

じ
み
に
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
し
た
と
聞
き
及
び
、
彼
へ

の
嫌
悪
感
を
募
ら
せ
る
が
…
…
。
緻
密
な
構
成
と
秀

逸
な
人
物
造
形
、
迫
力
あ
る
ド
ラ
マ
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
か
つ
繊
細
に
描
か
れ
る
。躍
動
感
あ
ふ
れ
る
新
訳
！
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皮
肉
な
こ
と
に
あ
ま
り
に
有
名
で
、
し
か
も
伝
説

的
な
作
品
ほ
ど
読
ま
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ

の
小
説
は
世
界
で
も
っ
と
も
不
幸
な
小
説
で
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
気
鋭
の
翻
訳
家
で
あ
る
木
村
政

則
さ
ん
の
手
に
な
る
『
チ
ャ
タ
レ
ー
夫
人
の
恋
人
』

を
お
勧
め
す
る
の
は
、
す
べ
て
の
先
入
観
を
捨
て
て
、

こ
の
作
品
に
向
か
い
合
っ
て
欲
し
い
か
ら
で
す
。
そ

チャタレー夫人の
恋人

Ｄ・Ｈ・ロレンス／木村政則（訳）
定価（本体1700円＋税）　ISBN:75297-2

こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
一
人
の
若
い

女
性
が
、
裸
の
ま
ま
、
じ
か
に
世
界
と
向
き
合
っ
て

い
る
孤
独
と
焦
燥
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
新
訳

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
主
人
公
の
コ
ニ
ー
と
メ
ラ
ー

ズ
は
、
ほ
ん
と
う
に
わ
が
国
に
生
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
長
い
小
説
で
す
。
で
も
読
み
終
え
た
後
、

い
ま
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
静
か
な
喜
び
に

満
た
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

﹇
内
容
﹈
上
流
階
級
の
令
夫
人
コ
ニ
ー
は
、
戦
争
で

下
半
身
不
随
と
な
っ
た
夫
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
生

き
る
喜
び
の
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
と

き
屋
敷
の
森
番
メ
ラ
ー
ズ
に
心
奪
わ
れ
、
逢
瀬
を
重

ね
る
こ
と
に
な
る
が
…
…
。
身
分
や
地
位
を
超
え
て

激
し
く
愛
し
合
う
男
女
を
描
い
た
至
高
の
恋
愛
小
説
。

過
激
な
性
描
写
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
従
来
の

作
品
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
新
訳
。
登
場
人
物
た
ち
の
苦

悩
や
絶
望
は
き
わ
め
て
現
代
的
で
あ
り
、
今
を
生
き

る
我
々
に
と
っ
て
隣
人
と
も
呼
べ
る
存
在
で
あ
る
。
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こ
の
小
説
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
ベ
テ
ラ
ン
翻
訳

家
、
永
田
千
奈
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
新
訳
で
読
み
や

す
い
け
れ
ど
も
、
か
な
り
な
文
学
フ
ァ
ン
で
も
、
な

か
な
か
手
を
出
し
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
貴
族

の
家
に
生
ま
れ
た
若
い
女
性
が
、
予
想
も
し
な
か
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
の
辛
酸
を
舐
め
…
…
。
こ
れ
だ

女の一生
モーパッサン／永田千奈（訳）
定価（本体838円＋税）　ISBN:75226-2

け
で
も
う
読
み
続
け
る
の
が
辛
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
が
今
日
ま
で
読
み
継
が

れ
て
き
た
本
当
の
理
由
は
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
到
達

し
た
読
者
だ
け
が
分
か
る
の
で
す
。
た
だ
、
じ
っ
と

我
慢
し
て
ペ
ー
ジ
を
繰
り
、
読
了
し
た
と
き
、
心
の

奥
か
ら
深
い
感
動
が
ゆ
っ
く
り
と
湧
い
て
き
ま
す
。

原
題
は
『
あ
る
人
生
』。
と
て
も
そ
っ
け
な
い
の
で

す
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
理
解
で
き
る
と
万

感
胸
に
迫
る
は
ず
で
す
。

﹇
内
容
﹈
男
爵
家
の
一
人
娘
に
生
ま
れ
何
不
自
由
な

く
育
っ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
。
彼
女
に
と
っ
て
、
人
生
は
夢

が
次
々
と
実
現
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。

し
か
し
、
現
実
は
ジ
ャ
ン
ヌ
を
翻
弄
し
続
け
る
。
乳

母
妹
だ
っ
た
女
中
の
ロ
ザ
リ
が
妊
娠
し
、
そ
の
相
手

が
自
分
の
夫
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
時
、
彼
女
は
過

酷
な
現
実
を
生
き
始
め
た
―
―
。
感
情
移
入
を
抑
え

て
、
現
実
を
美
化
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
描
く
自
然

主
義
文
学
の
真
髄
と
も
い
え
る
傑
作
。
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こ
の
作
品
が
発
す
る
笑
い
の
毒
は
、
そ
ん
じ
ょ
そ

こ
ら
の
ユ
ー
モ
ア
文
学
な
ど
児
戯
に
等
し
い
と
思
え

て
し
ま
う
ほ
ど
衝
撃
的
。
ペ
ッ
ト
専
門
の
葬
儀
社

ご遺体
ウォー／小林章夫（訳）

定価（本体876円＋税）　ISBN:75266-8

で
働
く
イ
ギ
リ
ス
人
の
青
年
と
、
亡
く
な
っ
た
人

の
ご
遺
体
に
死
化
粧
を
施
す
プ
ロ
で
あ
る
若
い
ア
メ

リ
カ
人
女
性
が
主
人
公
で
す
。
こ
の
二
人
の
恋
の
行

方
が
軽
妙
か
つ
残
酷
な
タ
ッ
チ
で
綴
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
舞
台
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
と
い

う
異
郷
に
生
き
る
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
の
奇
妙
な
現
実

が
、
実
に
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
翻
訳
で
一

番
む
ず
か
し
い
の
は
笑
い
だ
と
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
に
成
功
し
た
数
少
な
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
の
ユ
ー
モ
ア
の
苦
く
て
重

い
こ
と
。
で
も
こ
れ
が
「
本
物
の
味
」
な
ん
で
す
ね
。

﹇
内
容
﹈
英
国
出
身
で
ペ
ッ
ト
葬
儀
社
勤
務
の
デ
ニ

ス
は
、
友
人
の
葬
儀
の
手
配
の
た
め
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で

も
評
判
の
葬
儀
社
〈
囁
き
の
園
〉
を
訪
れ
、
そ
こ
の

コ
ス
メ
係
と
恋
に
落
ち
る
。
だ
が
彼
女
の
上
司
で
あ

る
腕
利
き
遺
体
処
理
師
も
ま
た
、
奇
怪
な
方
法
で
彼

女
の
気
を
引
い
て
い
た
の
だ
っ
た
…
…
容
赦
な
い
ブ

ラ
ッ
ク
・
ユ
ー
モ
ア
が
光
る
中
篇
佳
作
。
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ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
こ
ん
な
作
品
が
あ
る
な
ん

て
！　

校
正
刷
り
を
読
ん
だ
と
き
の
激
し
い
驚
き
が

よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
老
い
を
自
覚
す
る
年
齢
に

な
っ
た
女
性
の
若
い
男
性
へ
の
恋
。
そ
し
て
、
イ
ン

だまされた女／
すげかえられた首
マン／岸 美光（訳）

定価（本体705円＋税）　ISBN:75175-3

ド
の
伝
説
に
材
を
取
っ
た
二
人
の
青
年
と
美
し
い
娘

を
め
ぐ
る
恋
愛
の
ド
ラ
マ
。
ど
ち
ら
も
、
人
間
に
潜

む
エ
ロ
ス
の
魔
力
を
驚
く
べ
き
深
い
洞
察
の
も
と
に

描
い
て
い
ま
す
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
肉
体
の

美
し
さ
と
知
性
の
相
克
を
、
こ
れ
だ
け
見
事
に
掘
り

下
げ
た
作
品
を
ほ
か
に
知
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
読
者

に
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
本
当
に
惜
し

い
。
読
了
後
に
人
間
観
が
ま
る
で
変
わ
っ
て
し
ま
う

小
説
な
ん
て
そ
う
ざ
ら
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

﹇
内
容
﹈
ア
メ
リ
カ
人
青
年
に
恋
し
た
初
老
の
未
亡

人
は
、
再
び
男
性
を
愛
す
る
喜
び
に
目
覚
め
た
の
だ

が
…
…（「
だ
ま
さ
れ
た
女
」）。
イ
ン
ド
の
伝
説
の
村
、

頭
脳
の
優
れ
た
青
年
と
見
事
な
肉
体
の
若
者
が
美
し

い
腰
の
娘
に
出
会
う
。
娘
は
女
に
な
り
、
目
覚
め
た

愛
欲
が
引
き
起
こ
す
混
乱
の
結
末
と
は
（「
す
げ
か

え
ら
れ
た
首
」）。
老
い
の
な
か
で
い
ま
い
ち
ど
情
熱

に
燃
え
る
女
と
、
女
盛
り
に
向
か
っ
て
上
り
つ
め
る

女
の
、
対
照
的
な
エ
ロ
ス
の
魔
力
。 
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『
草
の
葉
』
と
い
え
ば
、
自
由
と
民
主
主
義
を
謳

っ
た
詩
人
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
代
表
的
な
作
品
で
す
。

で
も
、
外
国
の
詩
の
翻
訳
は
難
し
い
し
、
ほ
か
の
文

庫
で
は
全
３
巻
と
ハ
ー
ド
ル
も
高
い
。
そ
こ
で
古
典

新
訳
文
庫
で
は
19
篇
の
代
表
的
な
詩
を
選
ん
で
、
解

おれには
アメリカの歌声が聴こえる

―草の葉（抄）
ホイットマン／飯野友幸（訳）

定価（本体438円＋税）　ISBN:75131-9

説
と
英
文
の
原
詩
を
つ
け
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
訳
に
は
原
稿
の
段
階
か
ら
編
集
部
中
が
、
す
、

す
ご
い
！　

と
引
き
こ
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お

お
ら
か
で
、
理
想
主
義
的
で
、
セ
ク
シ
ー
。
ア
メ
リ

カ
っ
て
な
ん
だ
？　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
っ
て
な
ん
だ
？

　

そ
ん
な
疑
問
を
抱
い
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
詩
集
を
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
と
こ
ろ
で
、
も
し
ホ
イ
ッ
ト

マ
ン
が
、
今
の
ア
メ
リ
カ
に
生
き
て
い
た
ら
、
い
っ

た
い
何
を
テ
ー
マ
に
謳
う
の
で
し
ょ
う
ね
。

﹇
内
容
﹈「
お
れ
は
お
れ
を
祝
福
し
、
お
れ
の
こ
と
を

歌
う
」
若
き
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
偉
大
な
詩
人
、

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
。
元
気
で
、
お
お
ら
か
で
、
気
宇
壮

大
、
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
で
、
し
ば
し
ば
野
卑
で
さ
え
あ

り
、
当
時
と
し
て
は
猥
褻
と
見
な
さ
れ
て
批
判
を
浴

び
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
大
部
な
詩
集
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
家
の
あ
る
べ
き
姿
を
力
強
く
謳

い
上
げ
た
19
篇
を
厳
選
収
録
し
、
原
文
も
併
録
。
自

由
と
民
主
主
義
へ
の
魂
の
叫
び
！
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「
善え
え
奴
が
往
生
す
る
ん
や
さ
か
い
、
ま
し
て
や

悪
い
奴
が
そ
う
な
ら
ん
は
ず
が
な
い
」。
こ
の
原
文

は
あ
の
有
名
な
「
善
人
な
を
も
て
往
生
を
と
ぐ
、
い

歎異抄
唯円／親鸞（述）／川村 湊（訳）
定価（本体533円＋税）　ISBN:75193-7

は
ん
や
悪
人
を
や
。」
で
す
。
ま
る
で
親
鸞
が
目
の

前
に
い
て
関
西
弁
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

『
歎
異
抄
』
の
現
代
語
訳
は
数
々
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
ま
で
大
胆
に
踏
み
込
ん
だ
、
わ
か
り
や
す
い
訳
は
、

ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。
川
村
湊
さ
ん
の
新
訳
は
、
日

本
古
典
の
翻
訳
史
に
お
け
る
画
期
的
な
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
親
鸞
の
「
肉
声
」
を
聞
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

﹇
内
容
﹈「
ア
ミ
ダ
如
来
は
ん
に
い
た
だ
い
た
信
心
を
、

お
れ
の
も
ん
や
い
う
顔
で
取
り
返
そ
う
い
う
の
ん
は
、

ホ
ン
マ
に
ア
ホ
ら
し
い
こ
と
や
で
」。「
ホ
ト
ケ
は
ん

や
お
寺
さ
ん
へ
の
お
フ
セ
が
多
い
少
な
い
で
、
大
き

な
ホ
ト
ケ
や
小
っ
さ
い
ホ
ト
ケ
に
な
る
ん
や
い
う
の

は
、
こ
り
ゃ
あ
、
ケ
ッ
タ
イ
な
説
や
」。
天
災
や
飢

饉
に
見
舞
わ
れ
、
戦
乱
の
収
ま
ら
な
い
鎌
倉
初
期
の

無
常
の
世
に
あ
っ
て
、
唯
円
は
師
が
確
信
し
た
「
他

力
」
の
真
意
を
庶
民
に
伝
え
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

親
鸞
の
教
え
を
ラ
イ
ブ
感
溢
れ
る
関
西
弁
で
！
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本
書
で
は
既
訳
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、
魯
迅
本
来

の
長
く
う
ね
る
よ
う
な
文
体
が
過
不
足
な
く
新
訳
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
国
近
代
文
学
の
創
始
者
で
あ
る
魯

迅
は
、
日
本
と
中
国
が
と
も
に
近
代
化
に
向
か
っ
て

突
き
進
ん
で
い
っ
た
激
動
の
時
代
に
活
躍
し
ま
し
た
。

故郷／阿Ｑ正伝
魯 迅／藤井省三（訳）

定価（本体762円＋税）　ISBN:75179-1

珠
玉
の
16
篇
の
う
ち
、
お
勧
め
は
自
伝
的
作
品
で
あ

る
「
藤
野
先
生
」。
魯
迅
自
身
の
日
本
留
学
中
の
体

験
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
、
実
に
考
え
さ
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
の
多
い
作
品
で
す
。
日
中
関
係
が
難
し
い

今
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
読
者
に
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
内
容
﹈
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
幼
な
じ
み
は
、
か

つ
て
僕
の
英
雄
だ
っ
た
頃
の
輝
き
を
失
っ
て
い
た

…
…
切
な
さ
と
次
世
代
へ
の
期
待
に
溢
れ
る
「
故

郷
」。
定
職
も
学
も
な
い
男
が
、
革
命
の
噂
に
憧
れ

を
抱
い
た
顚
末
を
描
く
「
阿
Ｑ
正
伝
」。
周
り
の
者

が
み
な
僕
を
食
お
う
と
し
て
い
る
！　

狂
気
の
所
在

を
追
求
す
る
「
狂
人
日
記
」
な
ど
、
文
学
で
革
命
を

起
こ
し
た
中
国
現
代
文
学
の
父
、魯
迅
の
代
表
作『
吶

喊
』『
朝
花
夕
拾
』
か
ら
16
篇
を
収
録
。
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本
書
は
、
私
た
ち
が
普
段
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の

な
い
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
書
か
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
文
学

の
古
典
で
す
。
し
か
し
古
典
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に

も
型
破
り
な
作
品
な
の
で
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
る

読
者
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
主
人
公
は
、

ブラス・クーバスの死後の回想
マシャード・ジ・アシス／武田千香（訳）
定価（本体1314円＋税）　ISBN:75249-1

な
ん
と
死
後
の
世
界
で
作
家
に
な
っ
た
人
物
。
内
容

も
驚
き
で
す
が
形
式
も
奇
抜
で
す
。
こ
の
小
説
は

１
６
０
も
の
断
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
章
が
人
生
の
あ
る
場
面
を
象
徴
し
、
文
章
の
長

短
に
よ
っ
て
小
説
の
リ
ズ
ム
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ
た
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
文
学

と
は
一
味
違
う
、
新
し
い
読
書
体
験
を
楽
し
み
た
い

方
に
お
勧
め
で
す
。

﹇
内
容
﹈
死
ん
で
か
ら
作
家
と
な
っ
た
書
き
手
が
つ

づ
る
、
と
ん
で
も
な
く
も
お
か
し
い
、
か
な
し
く
も

心
い
や
さ
れ
る
物
語
。
カ
バ
に
さ
ら
わ
れ
、
始
原
の

世
紀
へ
と
さ
か
の
ぼ
っ
た
書
き
手
が
そ
こ
で
見
た
も

の
は
…
…
。
あ
り
ふ
れ
た
「
不
倫
話
」
の
な
か
に
、

読
者
を
た
ぶ
ら
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ

る
。
斬
新
で
型
破
り
、
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
や
ハ

ロ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム
な
ど
の
高
名
な
批
評
家
も
高
く

評
価
す
る
、
ブ
ラ
ジ
ル
文
学
の
頂
点
に
座
す
作
家
の

最
高
傑
作
。



29 ラテン・アメリカ文学とアフリカ文学

　

ア
フ
リ
カ
文
学
を
代
表
す
る
作
家
ア
チ
ェ
ベ
が
、

1
9
5
0
年
代
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
期
に
筆

を
執
っ
た
伝
説
的
な
作
品
。
こ
れ
ま
で
全
世
界
で

1
0
0
0
万
部
も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
物
語
は
農

村
に
生
き
る
英
雄
的
な
主
人
公
を
中
心
に
、
19
世
紀

後
半
、
部
族
社
会
が
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
変
化
し

崩れゆく絆
アチェベ／粟飯原文子（訳）

定価（本体1120円＋税）　ISBN:75282-8

て
い
く
様
子
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
描
い
て
い
ま
す
。

西
欧
列
強
は
、
ま
ず
宣
教
師
を
先
兵
と
し
て
送
り
こ

み
ア
フ
リ
カ
の
大
地
を
支
配
し
始
め
ま
す
。
そ
の
た

め
に
生
ま
れ
る
様
々
な
軋
轢
が
、
主
人
公
に
悲
劇
的

な
運
命
を
も
た
ら
す
の
で
す
。
父
子
関
係
や
村
落
共

同
体
の
問
題
点
な
ど
を
上
手
に
描
出
し
て
い
る
の
で
、

単
純
な
植
民
地
主
義
批
判
で
は
終
わ
ら
な
い
、
深
み

の
あ
る
物
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
ア
フ
リ

カ
文
学
は
、
是
非
こ
の
作
品
で
。

﹇
内
容
﹈
古
く
か
ら
の
呪
術
や
慣
習
が
根
づ
く
大
地

で
、
黙
々
と
畑
を
耕
し
、
獰
猛
に
戦
い
、
一
代
で
名

声
と
財
産
を
築
い
た
男
オ
コ
ン
ク
ウ
ォ
。
し
か
し
彼

の
誇
り
と
、
村
の
人
々
の
生
活
を
蝕
み
始
め
た
の
は
、

凶
作
で
も
戦
争
で
も
な
く
、
新
し
い
宗
教
の
形
で
忍

び
寄
る
西
欧
の
植
民
地
支
配
だ
っ
た
。
植
民
地
の
現

実
を
し
っ
か
り
捉
え
た
こ
の
小
説
は
、
そ
の
後
の
世

界
の
作
家
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。「
ア
フ

リ
カ
文
学
の
父
」
の
最
高
傑
作
。
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S
p

e c i a l  M E N
U

5

光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
は
、文
学
書
だ
け
だ
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
実
は
創
刊
時
か
ら
、人
文
科
学
、

社
会
科
学
、自
然
科
学
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
厳
選
し
た
、世
界
を
理
解
す
る
た
め
の
13
冊
で
す
。

ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ（
上
）（
下
）

ニ
ー
チ
ェ
／
丘
沢
静
也
（
訳
）

（
上
）定
価
（
本
体
7
8
0
円
＋
税
）

（
下
）定
価
（
本
体
9
2
0
円
＋
税
）

経
済
学
・
哲
学
草
稿

マ
ル
ク
ス
／
長
谷
川 

宏
（
訳
）定

価
（
本
体
6
8
0
円
＋
税
）

自
由
論

ミ
ル
／
斉
藤
悦
則
（
訳
）

定
価
（
本
体
1
0
6
0
円
＋
税
）

判
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？ 

プ
ラ
ト
ン
対
話
篇
の
最
高

傑
作
、
つ
い
に
新
訳
で
登
場
！

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
生
と
死
は
、
今
で
も
強
烈
な
個
性

を
も
っ
て
私
た
ち
に
迫
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
彼
は

特
別
な
人
間
で
は
な
い
。
た
だ
、
真
に
人
間
で
あ
っ

た
。
彼
が
示
し
た
の
は
、「
知
を
愛
し
求
め
る
」
あ
り

方
、
つ
ま
り
哲
学
者
（
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ォ
ス
）
で
あ
る
こ
と

が
、
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。（「
訳
者
あ
と
が
き
」
よ
り
）。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
裁

IS
B
N
:75256

-9

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明

プ
ラ
ト
ン
／
納
富
信
留
（
訳
）

定
価
（
本
体
9
0
0
円
＋
税
）
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社
会
契
約
論
／
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
草
稿

ル
ソ
ー
／
中
山 

元
（
訳
）

定
価
（
本
体
9
3
3
円
＋
税
）

市
民
政
府
論

ロ
ッ
ク
／
角
田
安
正
（
訳
）

定
価
（
本
体
9
1
4
円
＋
税
）

神
学
・
政
治
論
（
上
）（
下
）

ス
ピ
ノ
ザ
／
吉
田
量
彦
（
訳
）

（
上
）定
価
（
本
体
1
3
0
0
円
＋
税
）

（
下
）定
価
（
本
体
1
2
0
0
円
＋
税
）

種
の
起
源
（
上
）（
下
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン
／
渡
辺
政
隆
（
訳
）

（
上
）定
価
（
本
体
8
4
0
円
＋
税
）

（
下
）定
価
（
本
体
8
4
0
円
＋
税
）

判
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？ 

プ
ラ
ト
ン
対
話
篇
の
最
高

傑
作
、
つ
い
に
新
訳
で
登
場
！

カ
ン
ト
が
普
通
の
言
葉
で
語
り
始
め
た
！　

本
書
で

繰
り
返
し
説
く
の
は
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
の
困

難
と
重
要
性
。「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」
は
常
備
軍
の

廃
止
、
国
際
連
合
の
設
立
を
唱
え
、「
啓
蒙
と
は
何
か
」

は
、
他
人
の
意
見
を
あ
た
か
も
自
分
の
も
の
の
よ
う
に

思
い
こ
む
弊
害
を
指
摘
し
て
い
る
。
他
に
「
世
界
市
民

と
い
う
視
点
か
ら
み
た
普
遍
史
の
理
念
」「
人
類
の
歴

史
の
憶
測
的
な
起
源
」「
万
物
の
終
焉
」
を
収
録
。
現

在
で
も
輝
き
を
失
わ
な
い
カ
ン
ト
の
現
実
的
な
問
題
意

識
に
貫
か
れ
た
論
文
集
。

IS
B
N
:75108

-3

永
遠
平
和
の
た
め
に
／

啓
蒙
と
は
何
か 

他
３
編

カ
ン
ト
／
中
山 

元
（
訳
）

定
価
（
本
体
6
4
8
円
＋
税
）

人
は
な
ぜ
戦
争
を
す
る
の
か

フ
ロ
イ
ト
／
中
山 

元
（
訳
）

定
価
（
本
体
5
9
0
円
＋
税
）

エ
ロ
ス
と

 

タ
ナ
ト
ス
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